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【書名：公中受検　言語３６５　小６上　改訂版】

大分類 中分類 小分類

第１回　説明文・論説文(1)／日本国憲法と政治のしくみ １　漢字問題〈危・穴・若・推・洗・宅・優・幼〉

２　漢字問題／語句の意味・用法

３　漢字問題／短文作成

４　漢字問題／作文校正

５～６　漢字問題／日本国憲法と政治のしくみ

第２回　説明文・論説文(2)／人権と三権分立 ７　漢字問題〈律・臨・論・巻・貴・胸・筋・権・裁〉

８～10　漢字問題／主語・述語・修飾語

11～12　漢字問題／人権と三権分立

第３回　物語文(1)／身近なくらしと政治 13　漢字問題〈姿・尊・暮・宇・宙・干・供・穀・射〉

14　漢字問題／語句の意味・用法

15　漢字問題／短文作成

16　漢字問題／作文校正

17～18　身近なくらしと政治

第４回　随筆文(1)／公共の施設と仕事 19　漢字問題〈舌・探・我・党・訪・卵・胃・系・収〉

20～22　漢字問題／ことわざ・慣用句・故事成語

23～24　漢字問題／公共の施設と仕事

第５回　総合 25～28　漢字問題／第１回～第４回のまとめ　国語編

29～30　漢字問題／第１回～第４回のまとめ　社会編

第６回　説明文・論説文(3)／縄文?平安時代 31　漢字問題〈暖・腸・肺・棒・拡・激・尺・盛・退〉

32　漢字問題／語句の意味・用法

33　漢字問題／短文作成

34　漢字問題／作文校正

35～36　縄文?平安時代

第７回　説明文・論説文(4)／自然環境と昔のくらし 37　漢字問題〈段・敵・秘・閉・郵・灰・劇・蚕・捨〉

38～40　漢字問題／文の基本型・文章の型

41～42　漢字問題／自然環境と昔のくらし

第８回　物語文(2)／鎌倉?安土桃山時代 43　漢字問題〈宗・傷・宣・糖・納・奮・承・奏・株〉

44　漢字問題／語句の意味・用法

45　漢字問題／短文作成

46　漢字問題／作文校正

47～48　漢字問題／鎌倉～安土桃山時代

第９回　随筆文(2)／伝統文化と今のくらし 49　漢字問題〈机・己・孝・届・認・幕・沿・皇・后〉

50～52　漢字問題／類義語・対義語

53～54　漢字問題／伝統文化と今のくらし

第10回　総合 55～58　漢字問題／第６回～第９回のまとめ　国語編

59～60　漢字問題／第６回～第９回のまとめ　社会編

第11回　説明文・論説文(5)／江戸～明治時代 61　漢字問題〈就・諸・陛・朗・討・源・座・障・垂〉

62　漢字問題／語句の意味・用法

63　漢字問題／短文作成

64　漢字問題／作文校正

65～66　漢字問題／江戸～明治時代

第12回　説明文・論説文(6)／産業発展のきっかけ 67　漢字問題〈庁・厳・片・訳・欲・痛・延・勤・骨〉

68～70　漢字問題／言葉の種類(1)

71～72　漢字問題／産業発展のきっかけ

第13回　詩・短歌・俳句・古典作品／大正・昭和～現代 73　漢字問題〈冊・至・誌・縮・誠・銭・忠・亡・揮〉

74　漢字問題／語句の意味・用法

75　漢字問題／短文作成

76　漢字問題／作文校正

77～78　漢字問題／大正・昭和～現代

第14回　随筆文(3)／歴史から学ぶ政治のしくみ 79　漢字問題〈縦・針・誕・晩・担・派・忘・預・閣〉

80～82　漢字問題／擬声語・擬態語・気持ちを表す言葉

83～84　漢字問題／歴史から学ぶ政治のしくみ

第15回　総合 85～88　漢字問題／第11回～第14回のまとめ　国語編

89～90　漢字問題／第11回～第14回のまとめ　社会編

第16回　説明文・論説文(7)／世界の国々 91　漢字問題〈詞・操・装・著・憲・将・値・俳・仁〉

92　漢字問題／語句の意味・用法

93　漢字問題／短文作成

94　漢字問題／作文校正

95～96　漢字問題／世界の国々

第17回　説明文・論説文(8)／日本と世界のつながり 97　漢字問題〈班・否・紅・絹・泉・善・窓・頂・拝〉

98～100　漢字問題／言葉の種類(2)

101～102　漢字問題／日本と世界のつながり

第18回　物語文(3)／日本と国際社会 103　漢字問題〈批・鋼・寸・聖・専・宝・枚・盟・衆〉

104　漢字問題／語句の意味・用法

105　漢字問題／短文作成

106　漢字問題／作文校正

107～108　漢字問題／日本と国際社会

第19回　随筆文(4)／国際社会のかかえる課題 109　漢字問題〈翌・困・染・看・済・従・俵・革・覧〉

110～112　漢字問題／難しい和語・カタカナ語

113～114　漢字問題／国際社会のかかえる課題

第20回　総合 115～118　漢字問題／第16回～第19回のまとめ　国語編

119～120　漢字問題／第16回～第19回のまとめ　社会編
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□
③
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は
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功
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は
ず
だ
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□
④
　
ロ
ー
プ
で
木
の
枝
を
巻
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□
⑤
　
高
貴
な
人
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⑥
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出
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い
日
記
が
あ
っ
た
。
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③
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日
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も
学
校
の
宿
題
を
早
く
終
わ
ら
せ
ま
し
た
。

□
④
　
山
内
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と
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。
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次
の
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う
ち
、
主
語
に
は

　
線
を
、
述
語
に
は

　
線
を
引
き
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
主
語
ま
た
は
述
語
が
な
い
文
も
あ
り
ま
す
。

□
①
　
ぼ
く
ら
は
　
幼よ
う

稚ち

園え
ん

の
　
こ
ろ
か
ら
の
　
幼
な
じ
み
で
す
。

□
②
　
児
童
館
で
　
私
わ
た
し

た
ち
は
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
　
手
品
を
　
し
ま
し
た
。

□
③
　
今
週
の
　
本
州
の
　
天
気
予
報
は
　
ど
う
で
す
か
。

□
④
　
雨
具
も
　
修
学
旅
行
で
は
　
き
っ
と
　
必
要
に
　
な
る
よ
。

□
⑤
　
こ
の
　
茶
色
の
　
屋
根
の
　
家
で
す
か
、
あ
な
た
の
　
実
家
は
。

□
⑥
　
最
近
　
祖
母
が
　
始
め
た
　
趣し
ゅ

味み

は
　
社
交
ダ
ン
ス
だ
。

□
⑦
　
そ
れ
か
ら
　
村
で
は
　
ど
ち
ら
の
　
家
族
も
　
仲
良
く
　
暮
ら
し
た
そ
う
で
す
。

□
⑧
　
急
な
　
祭
り
へ
の
　
参
加
も
、　
き
っ
と
　
楽
し
い
で
し
ょ
う
。

□
⑨
　
妹
が
　
習
う
の
は
　
ピ
ア
ノ
だ
。

□
⑩
　
と
て
も
　
寒
い
う
え
に
、
雨
も
　
急
に
　
降ふ

り
だ
し
た
よ
。

□
⑪
　
あ
れ
こ
れ
と
　
知
ら
な
い
人
に
　
質
問
さ
れ
る
の
は
、正
直
　
わ
ず
ら
わ
し
い
。

□
⑫
　
あ
れ
っ
、
さ
っ
き
　
読
ん
だ
　
後
に
、
机
の
　
上
に
　
置
い
た
　
本
は
。

□
⑬
　
村む
ら

田た

さ
ん
の
　
英
語
の
　
ス
ピ
ー
チ
は
　
と
て
も
　
見
事
で
し
た
。

□
⑭
　
さ
っ
き
も
　
駅
で
　
あ
な
た
に
　
会
い
ま
し
た
よ
ね
。

□
⑮
　
教
室
で
　
生
徒
た
ち
の
　
美
し
い
　
歌
声
を
　
聞
き
ま
し
た
。

3
　
次
の

　
線
部
を
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

し
て
い
る
言
葉
を
書
き
ぬ
き
ま
し
ょ
う
。

□
①
　
か
ら
す
が
　
カ
ー
カ
ー
と
　
鳴
く
。�

□
②
　
黒
い
　
犬
が
　
庭
を
　
走
る
。�

□
③
　
白
い
　
鳥
が
　
青
い
　
空
を
　
飛
ぶ
。�
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漢
　
　
字

漢
　
　
字

1
　
次
の

　
線
部
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
、
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
ま

し
ょ
う
。

□
①
　
貴
重
な
資し

源げ
ん

を
使
う
。�

□
②
　
ピ
ア
ノ
を
調
律
し
て
も
ら
う
。�

□
③
　
足
の
筋
を
い
た
め
る
。�

□
④
　
両
方
の
言
い
分
を
聞
い
て
け
ん
か
を
裁
く
。�

□
⑤
　
キ
ョ
ウ
襟き
ん

を
開
い
て
話
し
合
う
。�

□
⑥
　
王
が
絶
対
的
な
存
在
と
し
て
ク
ン
リ
ン
す
る
。�

□
⑦
　
そ
ん
な
意
見
は
ロ
ン
ガ
イ
だ
。�

□
⑧
　
本
の
上
下
カ
ン
を
そ
ろ
え
る
。�

□
⑨
　
ケ
ン
リ
ョ
ク
者
に
し
た
が
う
。�

□
⑩
　
少
な
い
資
料
か
ら
ス
イ
ロ
ン
す
る
。�

第  

　
回
説
明
文
・
論
説
文
⑵
／
人
権
と
三
権
分
立

漢
字
問
題
／

主
語
・
述
語
・
修
飾
語

2
1010

　
　
　
月 

　
　
　
日

学習日 

言
語
事
項

言
語
事
項

2
　
次
の
文
章
に
は
、
誤
っ
た
言
葉
の
使
い
方
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
何
か

所
か
あ
り
ま
す
。
誤
っ
た
言
葉
の
使
い
方
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
〇
を
し
て
、

正
し
く
直
し
た
も
の
を
、
あ
と
の
解
答
欄ら
ん

に
書
き
写
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

書
き
写
す
と
き
は
、
原げ
ん

稿こ
う

用
紙
の
使
い
方
に
し
た
が
っ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

□

　
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
は
体
の
不
調
に
効
果
的
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ね
む

れ
な
い
、
気
分
が
落
ち
こ
ん
だ
り
と
い
っ
た
症
し
ょ
う

状
じ
ょ
う

に
ア
ロ
マ
を
用
い
る
こ

と
で
、
自
律
神
経
に
働
き
か
け
、
改か
い

善ぜ
ん

を
図は
か

る
の
だ
そ
う
だ
。
薬
に
頼た
よ

ら

ず
、
し
か
し
簡
単
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
女
性
を
中
心
に
人

気
が
集
め
て
お
り
、
そ
の
効
能
は
年
々
科
学
的
に
も
解
明
さ
れ
て
い
る
。
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漢
　
　
字

漢
　
　
字

1
　
次
の

　
線
部
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
、
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
ま

し
ょ
う
。

□
①
　
ね
じ
を
巻
く
。�

□
②
　
大
筋
で
合
意
す
る
。�

□
③
　
型
紙
に
あ
わ
せ
て
布
を
裁
断
す
る
。�

□
④
　
絵
画
作
品
の
評
論
を
書
く
。�

□
⑤
　
キ
ョ
ウ
イ
を
測
定
す
る
。�

□
⑥
　
議
長
の
ケ
ン
ゲ
ン
で
指
名
す
る
。�

□
⑦
　
リ
ン
ジ
に
会
合
を
開
い
て
協
議
す
る
。�

□
⑧
　
彼
は
ホ
ウ
リ
ツ
カ
を
目
指
し
て
い
る
。�

□
⑨
　
中
央
の
キ
賓ひ
ん

席
に
案
内
さ
れ
る
。�

□
⑩
　
チ
ョ
ウ
リ
ツ
シ
を
目
指
す
。�

第  

　
回
説
明
文
・
論
説
文
⑵
／
人
権
と
三
権
分
立

漢
字
問
題
／

人
権
と
三
権
分
立

2
1111

　
　
　
月 

　
　
　
日

学習日 

資料問題資料問題

2　次の表は，男女の年
ねん

齢
れい

別賃金を示しています。表を正しく読み取っているものを，あとから
選び，記号で答えましょう。

ア　男性は年齢が高くなればなるほど，賃金が上
じょう

昇
しょう

している。
イ　男女の賃金幅

はば

が最も大きいのは，50〜 54歳である。
ウ　女性の賃金は 55〜 59歳をピークに減少している。
エ　女性の賃金の変化に比べて，男性の賃金の変化はゆるやかである。

年齢階級
男 女

賃金（千円）

年齢計
 ～19歳
20～24歳
25～29
30～34
35～39
40～44
45～49
50～54
55～59
60～64
65～69
70～
年齢（歳）
勤続年数（年）

337.6
180.6
212.6
247.9
289.4
325.2
358.7
394.9
426.0
419.5
300.6
258.8
253.4
43.6
13.7

247.5
172.6
206.5
229.6
243.4
253.6
264.1
268.7
270.6
266.5
222.6
208.7
215.8
41.4
9.7

（厚生労働省資料）
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漢
　
　
字

漢
　
　
字

1
　
次
の

　
線
部
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
、
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
ま

し
ょ
う
。

□
①
　
一
人
で
海
外
に
行
く
度
胸
は
な
い
。�

□
②
　
王
が
国
政
の
実
権
を
に
ぎ
る
。�

□
③
　
母
は
洋
裁
が
趣し
ゅ

味み

だ
。�

□
④
　
貴
金
属
を
金
庫
に
し
ま
う
。�

□
⑤
　
リ
ン
キ
オ
ウ
ヘ
ン
に
対
処
す
る
。�

□
⑥
　
カ
ン
マ
ツ
に
参
考
資
料
を
の
せ
る
。�

□
⑦
　
ス
ジ
ミ
チ
を
立
て
て
考
え
る
。�

□
⑧
　
美
し
い
オ
ン
リ
ツ
を
探た
ん

求
き
ゅ
う

す
る
。�

□
⑨
　
相
手
の
主
張
に
ハ
ン
ロ
ン
す
る
。�

□
⑩
　
彼
の
演
技
は
ア
ッ
カ
ン
だ
っ
た
。�

資料問題資料問題

2　次のグラフは，インターネットを利用した人権相談窓
まど

口
ぐち

に寄せられた相談を種類別に示して
います。グラフを正しく読み取っているものを，あとから選び，記号で答えましょう。

ア　労働権関係の相談件数は，令和６年より令和５年のほうが多い。
イ　令和６年のインターネット人権相談件数は，令和５年の９割未満に留まっている。
ウ　令和６年のプライバシー関係に関する相談件数は，前年に比べて約 93％に減少している。
エ　種類別に割合の高い相談の上位三項

こう

目
もく

を足した相談件数は，令和５年のほうが多い。

令和5年
プライバシー関係

17.3％

インターネット
人権相談件数
8,962件

労働権関係
16.6％

学校におけるいじめ
13.2％強制・強要

10.6％ 暴行・虐待
12.4％

※計算の関係で合計が100％になっていません。

差別待遇
9.2％

たいぐう

その他
20.6％

令和6年

プライバシー関係
16.1％

インターネット
人権相談件数
8,947件

労働権関係
18.6％

学校におけるいじめ
13.4％

暴行・虐待
11.5％

差別待遇
10.1％

強制・強要
9.4％

その他
20.9％

ぎゃくたい

（法務省資料）

第  

　
回
説
明
文
・
論
説
文
⑵
／
人
権
と
三
権
分
立

漢
字
問
題
／

人
権
と
三
権
分
立

2
1212

　
　
　
月 

　
　
　
日

学習日 
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